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平成 27 年 11 月 25 日 （水）前橋テルサ 8 階けや

きの間にて、この 12 月 1 日 より施行となる『ストレスチ

ェック制度』に焦点を当て「新設されるストレスチェック

制度について～どう対応するか?!!～」 をテーマに第

12 回群馬職域メンタルヘルス交流会が開催されまし

た。 

第一部では「ストレスチェック制度開始に向けて」と

題し、群馬県医師会理事で群馬職域メンタルヘルス

交流会副会長である川島崇先生と群馬大学大学教

育・学生支援機構健康支援総合センター教授で当センター相

談員を務める精神科医の竹内一夫先生の両名に座長をお願

いし、群馬労働局健康安全課齋田課長より「ストレスチェック制

度の概要」についてご説明いただいた後、産業医・看護職・人

事労務・衛生管理者の方々をシンポジストに迎え、それぞれの

立場から同制度の問題点や留意点・企業としての取り組み等

についてお話いただきました。 

第二部では群馬大学名誉教授で当センター相談員を務める精神科医の椎原康史先生を座長に 

 



第一部でシンポジストを務めた方々および齋田健康安全課長をパネリストにディスカッションが行わ

れました。会場からは同制度の疑問点等について質問が出されていました。 

これから始まる制度ということで、その中心的役割を担って頂くことになる産業医の先生方の中に

は交流会が終了した後も会場に残りシンポジストの方々に質問をし

ている姿が見受けられました。 

今回テーマとして取り上げた「ストレスチェック制度」は施行が直

近に迫ったタイムリーな話題であったことから、参加者は 143 名と、

ここ数年で最も多く、関心の高さがうかがわれました。 

 

来年度は産業医・精神科医が担当幹事として、企画・運営することとなっています。 
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  厚生労働省版「ストレスチェック実施プログラム」が公表されました。 

本プログラムは改正労働安全衛生法に基づき、平成 27 年 12 月 1 日より施行されるストレスチ

ェック制度が事業者にて円滑に導入できるよう、ストレスチェックの受検、ストレスチェックの

結果出力、集団分析等ができるプログラムです。 

ダウンロードは下記よりお願いします。ご利用は無料です。 

厚生労働省版「ストレスチェック実施プログラム」ダウンロードサイト

http://stresscheck.mhlw.go.jp/ 

なお、本プログラムのご利用に関するお問い合わせは「実施プログラム利用に関するコールセ 

ンター」が開設されましたので、お問い合わせは下記までお願い致します。 

電話番号：０１２０－６５－３１６７（フリーダイヤル） 

開設時間：平日１０：００～１７：００（※祝日、年末・年始は除く） 
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「長時間労働者、高ストレス者の面接指導に関する報告書・意見書作成マニュアル」 

が公表されました 
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 改正労働安全衛生法に基づき、１２月１日より「ストレスチェック制度」が施行されますが、本制度で

は一定の条件を満たす高ストレス者に対して医師による面接指導を行うことが事業者に義務づけられ

ております。 

この度、１１月２４日に厚生労働省より「長時間労働者、高ストレス者の面接指導に関する報告書・

意見書作成マニュアル」が公表されました。 

医師の方が面接指導を行う際の参考資料として、ご活用ください。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/manual.html 
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1.  平成 27 年度群馬県特定最低賃金が改正されました。（群馬労働局） 

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/gunma-roudoukyoku/happyou/2015/happ

you271126_3.pdf 
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  本年 12 月 1 日から施行されます「ストレスチェック制度」について、当センターでは、研修会の 

他下記の支援を行っています。 

  ☆実施方法などについて質問したい  「ストレスチェック制度サポートダイヤル」 

    電話相談窓口を開設しています。 

    電話番号：全国統一ナビダイヤル 

           0570-031050 

           ※通話料金がかかります。 

    開設時間：平日 10 時～17 時 

 

  ☆直接会社に来て助言してほしい  「個別訪問支援」 

    メンタルヘルス対策の専門家が、直接事業場を訪問して、ストレスチェック制度の導入につい

て、各事業場の状況にあった具体的なアドバイスをします。（無料） 

     ※申込は当センターホームページの「メンタルヘルス対策」からお願い致します。 

      http://www.gummasanpo.jp/mental/index.html 

 
☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

朝晩の寒さが一段と厳しくなってまいりました。今年も早いもので、一年の締めくくりの時期になりま

した。 

 何かと飲む機会の多いこの季節、お酒で体調を崩したりしていませんか？アルコールは少量な 

ら血行を良くし、緊張を解くなど良い効果もありますが、過度の飲酒が続くと様々な生活習慣病や 

うつ病、アルコール依存症を招くなど心身に悪影響を及ぼします。適量を守り、上手に付き合いま 

しょう。 

 ☆アルコールと上手に付き合う 3 つのポイント☆ 

   ①節度ある適度な飲酒量を知る。 

     1 日の適度な飲酒量とは、純アルコール摂取量で 1 日 20g 

以内です。ビールなら中びん 1 本、日本酒なら 1 合、ワイン 

ならグラス 2 杯、焼酎（25 度）なら 0.6 合、ウイスキーならダ 



ブル 1 杯です。 

   ②飲まない日を設定する。 

     肝臓を休ませ、脳のアルコール耐性を減らす為に、お酒を 

飲まない日を作りましょう。週に 2 日、できれば連続した休 

肝日が理想的です。 

   ③時間を決めて、楽しく過ごす。 

    お酒を飲む時は、おつまみと十分な水分を取りながら、楽し 

く飲みましょう。時間を決めて、さっと切り上げるのが粋な飲 

み方です。 
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